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近年では，CCTV カメラと人工知能（AI）を活用した交通計測や ETC2.0 プローブによる利用

経路の把握等 ICT 技術による交通実態の把握が実務において利用可能となっており，災害時に

おける利活用が期待されている． 
本論では，AI 等の新たな技術を活用した災害時交通マネジメントの高度化を念頭に，関東地

方整備局管内で発生した災害時の交通マネジメントをケーススタディとして，課題点や改善点

の把握，今後のあり方を述べる． 
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1. はじめに 

 

近年，集中豪雨による河川の氾濫や土砂崩れ等の災害

により道路が寸断され，迂回交通の集中が市街地で交通

渋滞を引き起こしている． 

災害による交通渋滞は，円滑な災害支援や復旧の障害

となり，人々の生活に大きな影響を及ぼすことから，迅

速な渋滞緩和のための取組が不可欠である．  

しかしながら，災害時の交通状況は，時々刻々と変化

し，その把握にあたって被災地域へ調査員を大量に動員

して，実態を把握することは極めて困難である． 

一方で，CCTV，AI カメラと人工知能（AI）を活用し

た交通計測，ETC2.0 プローブデータによる渋滞状況や

利用経路等，ICT 技術を活用した交通実態の把握が実務

的に利用可能となってきており，災害時においてもこれ

らの新たな技術の活用が期待されている． 

 

 

足利市で発生した林野火災の状況 

本論では，AI・ICT 等の新たな技術を活用した災害時

の交通マネジメントの高度化を念頭に，栃木県足利市で

発生した林野火災における交通マネジメントをケースス

タディとして，AI・ICT 技術の活用方法や課題点等を整

理し，災害時の交通マネジメントのあり方を述べる． 

 

2. 林野火災による北関東自動車道の通行止めと

災害時交通マネジメント検討会 

 

(1) 災害時交通マネジメント検討会の立ち上げ 

令和 3 年 2 月 21 日（日）に栃木県足利市西宮町で起

きた林野火災は，発災箇所が北関東自動車道に隣接し，

発生から 3 日後の 2 月 24 日（水）に北関東自動車道の

太田桐生 ICから足利 ICの区間が通行止めとなった 3月

1 日（月）の鎮火まで 6 日間におよび通行止めが続いた．

北関東自動車道が通行止めとなった翌日には，IC 間を

乗り継ぐ迂回交通が足利市街地周辺の道路に集中し，著

しい交通渋滞が発生した（図-1）． 

これを受けて，国，栃木県及び群馬県の道路管理者並

びに栃木県警及び群馬県警が協力し，最初に迂回路の設

定，迂回路上の工事抑制，通行止めの状況や迂回協力の

情報発信を道路情報板，ホームページ及び SNS 等を用

いて行った（図-2）． 

さらに，災害時の交通集中に起因した渋滞に関係機関

が連携し対応するため，学識経験者，関東地方整備局，

栃木県，群馬県，足利市，太田市，栃木県警，群馬県警， 
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図-1 火災発生箇所と北関東自動車道の通行止め状況 

 

 
図-2 国・NEXCO東日本が設定した迂回ルート 

 

NEXCO 東日本及び日本道路交通情報センターで構成さ

れる「国道 50 号等災害時交通マネジメント検討会」を

立ち上げ，災害時の機動的な対応を図った．検討会の立

ち上げ当初は，指定した迂回路上の工事抑制の徹底，道

路情報板，ホームページ，SNS，ラジオ及びテレビによ

る通行止め情報の発信と迂回の呼びかけを関係各機関が

協力して行うことを決定し，交通総量の抑制と足利市街

地への交通集中を避けるための取組を優先した． 

 

(2) 災害時交通マネジメント検討会での課題 

当初，検討会において集中的に実施した通行止め情報

の発信と迂回の呼びかけをした一方で，北関東自動車道

の通行止めによる一般道の交通量の変化を即時的かつ定

量的に捉えることができておらず，交通が集中しボトル

ネックとなっている箇所の特定，渋滞発生の要因分析，

交通状況の変化をリアルタイムに把握することが必要で

あるとの議論が検討会でなされた． 

また，迂回を呼びかけたことの効果と交通実態との関

わりが検証できておらず，交通状況調査等を即座かつ網

羅的に行う必要性が生じた． 

この難題に対応すべく，関東地方整備局では，保有す

る ETC2.0プローブデータや AI解析技術を活用し，足利

市街地周辺の道路の特定，交通渋滞の要因分析，交通実

態の把握，迂回呼びかけ効果の検証を即効的に試みた． 

 

3. AI・ICT技術を活用した交通実態の把握 

 

(1) ETC2.0プローブデータによる渋滞箇所の特定 

足利市街地周辺の道路における交通渋滞の状況，発生

箇所及び時間帯を把握するために，ETC2.0 プローブデ

ータの速報値を用い，車両毎の DRM リンク単位で時間

当たりの車両の平均速度を分別した速度図を速やかに作

成し，検討会において情報を共有した（図-3）．  

この車両の速度図で発災前後の同箇所・同時刻のデー

タによる車両の速度差を比較し，特に渋滞の著しい時間

帯を分析した結果，夕方の時間帯に，足利 IC 周辺の国

道 293号及び県道で著しく車両の速度が低下し，交通が

集中する主要交差点がボトルネックとなり，渋滞が発生

していることを特定した．  

 

(2) AIカメラ設置と交通解析 

ETC2.0 プローブデータにより特定されたボトルネッ

ク箇所の交通量を計測するため，国道 293号及び県道の

計 5 箇所に AI カメラを設置した（図-4）．AI カメラは，

関東地方整備局が保有している機材のひとつであり，24

時間連続稼働させるため，既存の道路照明灯に設置，電

源を常時確保し，短時間かつ容易に設置できる． 

また，低光量な環境下でも調光補正により，昼夜を問

わず，鮮明な画質で撮影できることから，カメラ映像を

サーバーを介し，車両走行画像を解析することで，上下

別，車種別（大型車，小型車，その他）の交通量及び車

両速度のデータを取得できるようにしている（図-5）． 

 

 

図-3 ETC2.0プローブデータによる車両の速度図 
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図-4 AIカメラ設置箇所 

 

 

図-5 AIによる画像解析と交通調査 

 

AI カメラから取得した交通量及び車両速度のデータ

を分析し，時系列で変化を比較したところ，北関東自動

車道の交通止めの影響による足利市街地道路への交通量

の増加（図-6）がみられ，速度の低下とともに交差点で

の滞留車両の増加も確認され，特に朝夕の時間帯に集中

していることが判明した． 

また，これらの交通状況を関係者で共有するため，カ

メラ映像をクラウドに展開し，PC やスマートフォン等

から映像を自由に閲覧できるように設定した． 

これにより，必要に応じて現場の映像を適宜確認し，

問題が発生した際には，即座に対応が可能となる体制を

構築したほか，情報の共有による意思形成の円滑化など，

災害時における関係各機関の調整，意志決定が短時間で

行える体制を整えることができた． 

 

(3) 車両走行履歴のアニメーション化 

ボトルネック箇所が特定され，その原因が交通集中で

あることが明らかになったが，その集中する車両がどこ

から来て，どのような経路選択がなされているかの特定

が次の課題となった．これは，ETC2.0 プローブデータ

の車両走行履歴を，秘匿化された車両 ID，時間毎の緯

度・経度の 4つの情報を地図上でマッチングさせ，時間

経過による車両の動きを可視化することで解決し，経路

選択状況を一目で確認できるアニメーションを作成した

（図-7）． 

このアニメーションは，車両の座標位置を時系列で追

っていくことで車両の走行経路を可視化しており，デー

タが整えば短時間で対応可能なものと考えている． 

さらに，太田桐生 ICと足利 ICを利用した車両に限定

しデータを絞り込むことで，ボトルネック箇所と経路選

択との相関を明らかにすることができ，その結果，両

IC を出入りする車両が足利市街地を通過し，乗り継い

でいる状況を確認するとともに，国道 293号及び県道の

渋滞に IC 間の迂回（乗り継ぎ）による交通が大きく影

響していることを特定した．災害による交通渋滞の発生

状況や，要因を可視化できたことは，今後の災害渋滞要

因の解析手法として，極めて有益であると考えている． 

 

 

図-6 AIカメラ計測による交通量の変化 

 

 

図-7 ETC2.0データによるアニメーション 
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4. 災害時におけるAI・ICT技術活用の利点 

 

今回の災害時の交通マネジメントにおける AI・ICT技

術の活用が，関係各機関との連携のあり方，迂回交通の

監視と対策，そして面的な交通状況の把握に係る現地調

査の労力等の低減に波及していることにも触れておく． 

 

(1) 災害時交通マネジメント検討会を通じた連携促進 

日々変化する災害時の交通状況を的確に捉えるために

は，即時的なデータの収集と現場の映像を関係者で共有

することが重要である．特に道路は，管理主体が国，都

道府県，市町村と分かれ，都道府県毎に交通管理者も異

なることから，迂回路の管理にあたっては，関係者間で

情報を共有できる体制と仕組みを構築する必要がある． 

この体制により，災害時における関係各機関の調整，

意志決定が短時間で行われ，被災地域への速やかな支援

に結びつくことの意義は高く，AI・ICT 技術が短時間か

つ即時的な観点から有効的であることを検討会を通じ，

関係者が実感した． 

 

(2) AI・ICT技術による設定迂回路の効果検証 

北関東自動車道が通行止めに伴う迂回路は，各道路管

理者が設定（図-2）し，関係者の協力のもと通行止め情

報の発信と迂回の呼びかけを繰り返し展開した． 

今回設定した迂回路への交通の転換量（時間別）と走行

速度の把握は，常設トラフィックカウンター，ETC2.0

プローブデータ，AI カメラによる交通解析データを活

用し，時系列で整理することで，通常時と災害時の比較

を容易に行った．迂回路の交通量の増加に伴う走行速度

の低下等の懸念に対しては，実交通量と車両速度データ

（速報値）を注意深く監視し，評価，対応する PDCA

サイクルをタイムラインに沿って実施した． 

北関東自動車道の通行止めに伴う国道 50 号，圏央道

への迂回交通量は，約 19,000台／日となり，通常期の約

2 割の交通量の増加となったが，走行速度の著しい低下

等の問題が生じることはなかった．足利市街地の渋滞が

両 ICを乗り継いだ約 5,500台／日が大きく影響したこと

を鑑みれば，迂回交通の上積みが可能だったのではない

かとの考えもあり，交通行動の変容を促す災害時の交通

マネジメントの難しさを実感した（図-8）． 

 

(3) 現地調査に伴う労力等の低減 

従来，渋滞のボトルネック，交通状況の把握は，道路パ

トロール，市民等からの通報を受け現地を確認すること

が基本である．それが災害等で面的に拡がる場合におい

ては，多くの人手と時間をかけ実態を明らかにしなけれ

ばならない．さらにそれらを継続的に把握することにな

れば，人手と時間，経費がかさむのは明白である．何よ 

 

図-8 迂回交通の増減と通常時の比較 

 

りも災害地域で多くの人手を確保するには大きな困難が

伴うことは言うまでもない． 

これらを AI・ICT技術により労力を省力化し，リアル

タイムでの映像の共有，画像解析による交通データのデ

ジタル化と蓄積，ETC2.0 プローブデータ（速報値）を

分析することにより，短時間に面的な渋滞状況を時系列

で可視化できたことの意義は高い． 

 

5. 今後の災害時交通マネジメントのあり方 

 

災害時に AI・ICT技術を活用し，労力，時間，コスト

を省力化しつつも調査の継続性を担保する取組に加え，

常設トラフィックカンターや CCTV 等から得られるデ

ータの活用を併せて行い，相乗的にデータ解析を行って

いくことは，効率性からも重要である． 

一方で，これらの取組がある一定程度のノウハウ，

AI・ICT 技術の習得，マネジメント力が伴わなければ成

立しないことも事実である．これらの課題は，知見，人

的機動力，資機材を有する国土交通省と地方自治体との

連携により技術的課題の解消が図られると考えている． 

今後も，AI・ICT 技術が災害時にも数多く活用されて

いくことが期待され，これらの新たな技術を即座に活用

するためにも，災害時に備えた，学識経験者，道路管理

者，交通管理者等の連携強化の構築や災害を想定した準

備，訓練が必要である． 
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